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バスケットボール競技における早生まれ選手の現状

−国民体育大会Kブロック予選大会を対象として－
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Abstract
The age standard for athletes at the National Sports Festival has been revised since fiscal 2019.

Previously, there were few opportunities for early-born players due to physical problems, but with the 
change in the age standard, early-born players had more opportunities to play. The purpose of this study 
is to provide guidance by clarifying the current situation of early-born players because basketball skills 
are related to height and birth month.
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要　　約
　本研究は，2019年度より国民体育大会における選手年齢基準の改定が行われ，これまで体格的な問題などで早生
まれ選手の出場機会が減少されていたが，選手年齢基準変更に伴い，早生まれ選手の出場機会が広がったことが考
えられる．また，バスケットボールの技能は，身長や誕生月が少なからず関連性があると考えられ，早生まれ選手
の現状を明らかにして指導の一助とすることを目的とした．
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Ⅰ．緒言

１．はじめに

　日本では，４月に新学期を迎える．そのため，１月

から３月に生まれた，いわゆる「早生まれ」の子ども

達は，４月以降に生まれた「遅生まれ」の子ども達と

同じ学年でありながら発育・発達が相対的に遅れた状

態となる．そのため，教育・スポーツ分野における早

生まれの子ども達を取り巻く状況を問題視する見解も

みられる16-25）．

　岡田26）は，育成年代のスポーツ現場における相対

的な年齢は解消されるべき問題であると指摘している．

早生まれの子ども達が，４月以降に生まれた子ども達

より相対的に体格・身長が劣る場合，運動能力や潜在

能力が優れているとしても，スタメンに起用されない，

あるいは試合への出場すらできないこともありうる．

その背景には，目先の勝利にこだわって体格の良い選

手をレギュラーとして優先する勝利至上主義に陥った

指導者の姿が見え隠れする14）．

　それは，ボールゲームにおいても例外ではない．河

合ら14）は，早生まれの選手について，バスケットボ

ール競技のような相手との身体接触，すなわちボディ

コンタクトを強いられる競技種目では体格差に起因す

る失敗経験が時としてトラウマ化し，競技離脱に拍車

をかけることが推測されると指摘している．また，こ

のような傾向は，プロ選手になっても続くとの報告も

みられる12）．

　育成世代の段階であれば，そのタイムラグの影響は

甚大で，幼少期から盛んに行われるボールゲームでは

顕著であり，その共通点として，国内の人気スポーツ

であることや競技開始年齢が早い傾向であることが挙

げられる． 

　一方，内山32）は，バスケットボール競技のような

ボールゲームでは無く，ボクシングや競馬など競技人

口の少ないスポーツ競技は，誕生月の影響がほとんど

影響していないことを報告している．これは，先行研

究でも体力の相対的年齢効果による差は解消されるが，

いくつかのスポーツ競技において誕生月によって選手

数の分布が異なり，早生まれが最も少ないことを言及

している．さらに，早生まれではなく，他の月に生ま

れた子どもは，ゴルフ，スキー，テニス，卓球，バト

ミントンなどの個人競技やネット型競技スポーツは，

前述の現象が認められていないことを報告しているが，

これらの特徴として，個人種目競技であることや身体

的接触を伴わないネット型種目であり，中学生以降に

本格的に競技活動が始まる特徴のスポーツ競技である

ことを言及している．

２．トップスポーツ選手と早生まれに関する先行研究

　これまで全世界でスポーツ競技と早生まれの関連性

に関する研究は多くされているが，トップスポーツ選

手の誕生月が特徴的であることは，世界中で数多く報

告されている1-26）. その特徴として，競技に人気があ

り，競技人口が多いスポーツは，よりこの効果の関連

性は強いものであると述べられている18）. このような

現象は日本でも確認されているが，日本のトップサッ

カーリーグのJリーガーの誕生月の分布を分析した結

果，４～６月に誕生日を迎えた選手は，１～３月に誕

生日を迎えた選手の２倍以上の人数に上昇している傾

向が見られ，相対年齢が高いほどサッカー選手になり

やすいことを報告している31）.

　また，世界的にもこの傾向の影響が強く，ブラジル・

オーストラリア・ドイツのサッカー選手を比較した研

究では，選手間の誕生月の偏りが最も大きいことが言

及されている18）.この傾向は，カナダ，アメリカ，ド

イツ，イギリスのオリンピック選手2），フランスのプ

ロスポーツ選手である男女のサッカー選手，バスケッ

トボール選手，バレーボール選手，ラグビー選手7）,

イギリスのクリケット選手などでも示唆されている11）．

　次に，プロ野球と誕生月の関連性について，アメリ

カのメジャーリーグMLBよりも日本のプロ野球にお

いて，相対年齢効果が強い傾向が見られていることを

指摘しているが，これらの現象の特徴として，日本で

は，４月１日が学業や多くのスポーツ競技で共通の切

り替え日となっているためである.また，プロ野球選

手は，四半期の初期段階に生まれた人数が増加し，年

度の終わりに近づくほど減少されていることを報告し

ている9-24）．

　このように，中山20）は,同１学年において暦年齢が

高い人ほどプロ野球選手になりやすいという傾向は

58年間ほとんど変化していないことを報告している．

　一方，ゴルフやスキーなどの個人種目競技において

プロゴルファーやスキーのナショナルメンバーを対象

とした研究では，早生まれの選手の方が少ないことを

報告している．また，バトミントン競技では早生まれ

選手の方が多いという指摘もされている．つまり，個

人競技やダブルスなどのネット型の競技では，トップ

選手であっても誕生月の影響はほとんどないことが伺

える． 
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３．育成世代のアマチュア選手と早生まれに関する先

　　行研究

　Helsen et al.13）は，欧州10カ国の育成世代のサッカ

ーの選抜選手のうち，15歳以下，16歳以下，17歳以下，

そして，18歳以下のカテゴリーに属する選手数を合

計して分析して選手たちの誕生日分布が，大きく歪ん

でいることを明らかにしている．特に，最も遅生まれ

である１月から３月に生まれた選手の数が，代表選手

の合計数全体のうち，43.38％（331人）を占める一

方で，最も早生まれである10月から12月に生まれた

選手の数が占める割合は，全体のうち，わずか9.31％

（71人）であることを報告している．

　この他にも，１月生まれの選手と12月生まれの選

手は，約１年の年齢差が生じているため，遅生まれの

子は生物的な発育発達が進行し認知機能も高いことも

報告されている19）.さらに，育成世代の野球選手にお

いても４～６月生まれが多く, 早生まれの選手は15%

にも満たないと報告し，アマチュア育成世代のバスケ

ットボール競技などボールゲームにおいて競技者のレ

ベルで誕生月による競技者数の偏りが存在することを

報告している3）,6）,10-29）. 

　つまり，早生まれは，育成世代において明らかに劣

勢であり，その結果として出場機会が減り，実戦のな

かで自らの能力を伸ばす機会がほとんど与えられてい

ないことが多く存在している．

　また，バスケットボール競技などのボールゲームな

どにおいて早生まれの子どもは，学年区分内では体格

および体力に甚大な影響を及ぼしている傾向が伺える．

また，誕生月が４月の子どもと３月の子どもでは、同

じ学年でも約１年近くの発育・発達差があり，日本の

育成世代のバスケットボール競技は，基本的に学年の

くくりで行われるため早生まれの選手達は、試合の出

場機会が減少し，劣等感を感じることがあると考えら

れる．

　一方，接触が無いスポーツや個人競技などは，早生

まれの影響が少なく，中学入学後に，学校の一貫で部

活動が本格的に始まるテニス，卓球，バドミントンな

どの競技では，対戦相手がネットを挟んで反対側にい

るので直接的な接触は生じないことやダブルス等にな

れば味方が隣にいるという安心感もあり，体格や身長

など優劣感などがあったとしても直接的に対戦相手と

接触をすることがないので，ネット型のスポーツを選

択していることが伺える．また，個人競技によっては

体格的な要因が影響しないダンス，体操，卓球，フィ

ギュアスケート，ライフルなどのシューティングスポ

ーツにおいては，早生まれの方が多くなっていること

が確認されている2-28）．

４．国民体育大会における選手年齢基準の変更

　日本国内のアマチュア最高峰の大会と言われる国民

体育大会のバスケットボール競技は，1946年の第１

回目の大会から毎年行われている．その中の少年男子

と少年女子では，全国高等学校総合体育大会バスケッ

トボール競技大会・全国高等学校バスケットボール選

手権大会（旧称全国高等学校バスケットボール選抜優

勝大会）と並ぶ最重要大会として認知されている．

　また，これまでは，成年男子・成年女子・少年男子・

少年女子の種別選手に分かれ，地区予選（国体ブロッ

ク大会）を勝ち抜いたチームと開催都道府県チームが

本大会に出場していたが，各年１部門については，

47都道府県からの参加となり，年毎に部門が変わっ

ていたのである．しかし，日本スポーツ協会は，

2019年茨城国体から各都道府県において種別ごとに

都道府県大会を実施し，ブロック大会及び本大会に出

場する代表チームを決定することになったのである．

　さらに，バスケットボールの成年種別の参加資格は，

早生まれを除く高校２年生及び高校３年生が成年種別

で出場でき，少年種別の参加資格は，16歳以下となり，

早生まれの高校２年生および高校１年生，中学３年生

が出場できるようになったのである．これは，日本バ

スケットボール協会の育成強化を目的とした強化策で

あることが考えられ，早期に国際大会等に対応できる

ことや計画的な育成世代の改革を行うためであると考

えられる．

　そこで本研究は，2019年度より国民体育大会にお

ける選手年齢基準の改定が行われ，これまで体格的な

問題などで早生まれ選手の出場機会が減少されていた

が，選手年齢基準に伴い，早生まれ選手の出場機会が

広がったことが考えられる．また，バスケットボール

の技能は，身長や誕生月が少なからず関連性があると

考えられ，早生まれ選手の現状を明らかにして指導の

一助とすることを目的とした．

Ⅱ．方法

１．調査対象

　対象は，2018年度福井国体予選Kブロック大会（以

下，2018年国体予選）に出場した成年男子96名，成

年女子96名，少年女子96名を対象とした．但し，こ

の年の少年男子については，ブロック予選が行われず
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47都道府県からの参加となったため，少年男子は

2017年のKブロック予選に出場した96名を対象とし

た．次に，2019年茨城国体Kブロック予選（以下，

2019年国体予選）に出場した成年男子96名，成年女

子88名，少年男子96名，少年女子96名を対象とした

（Table1,Table2）． 

Table １. Height of various athletes in the K block tournament of the National Sports Festival2017,2018
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Table ２. Height of various athletes in the K block tournament of the National Sports Festival2019

Height Height Height Height Height Height Height Height

185 176 191 186 188 172 173 175

190 188 180 193 173 194 190 170

188 182 180 173 175 195 180 176

174 188 170 186 176 182 183 187

194 185 195 176 180 186 172 184

187 184 189 186 185 188 193 175

177 182 205 178 182 188 187 179

177 195 192 182 183 176 181 175

185 181 173 171 183 182 181 183

196 192 190 200 188 183 173 180

195 188 178 182 188 185 191 185

185 189 190 200 205 183 185 183

Average 186.1 185.8 186.1 184.4 183.8 184.5 182.4 179.3

SD 7.23 5.22 10.0 9.54 8.41 6.56 7.18 5.18

Height Height Height Height Height Height Height Height

166 176 153 166 161 168 166 178

172 162 163 175 161 154 154 158

168 172 163 175 162 171 166 168

171 170 156 170 169 161 168 160

176 160 168 163 162 173 165 178

162 160 174 152 168 167 163 168

164 171 170 170 168 149 170 174

165 170 168 160 175 174 166 178

171 173 170 168 170 166 168 165

167 163 175 175 170 158 172 160

177 171 175 172 175 172 170 163

Average 169 168 166.8 167.8 167.4 164.8 166.2 168.2

SD 4.84 5.66 7.39 7.21 5.22 8.28 4.79 7.73

Height Height Height Height Height Height Height Height

155 155 160 160 163 161 165 164

177 158 166 171 163 163 175 152

165 161 155 166 163 164 161 158

166 162 161 169 152 177 153 163

163 160 162 168 157 177 169 162

175 165 163 168 152 171 158 165

163 166 166 167 167 171 165 168

160 170 170 167 170 169 167 164

157 172 172 158 163 169 166 163

164 172 160 171 164 163 166 168

175 176 168 176 163 173 167 174

158 177 169 176 162 159 165 174

Average 164.8 166.2 164.3 168.1 161.6 168.1 164.8 164.6

SD 7.33 7.21 5.00 5.37 5.40 6.05 5.51 6.14

Height Height Height Height Height Height Height Height

183 173 171 179 174 180 183 175

165 173 185 193 198 186 177 179

180 175 174 172 173 180 176 180

167 169 174 178 181 180 172 177

171 184 187 187 172 170 168 182

188 164 173 187 181 180 186 166

173 188 172 183 185 183 173 177

192 187 177 179 175 190 181 167

178 181 181 182 175 173 178 163

189 182 188 194 180 188 170 185

180 175 168 194 177 170 182 185

173 161 183 200 185 173 180 183

Average 178.3 176 177.8 185.7 179.7 179.4 177.2 176.6

SD 8.73 8.68 6.78 8.29 7.28 6.76 5.56 7.51

G Prefecture H Prefecture

Adult male players 2019

A Prefecture B Prefecture C Prefecture D Prefecture E Prefecture F Prefecture G Prefecture

A Prefecture B Prefecture C Prefecture D Prefecture E Prefecture F Prefecture

H Prefecture

Adult female players 2019

Girls player 2019

A Prefecture B Prefecture C Prefecture D Prefecture E Prefecture F Prefecture G Prefecture H Prefecture

H Prefecture

Boys player 2019

F Prefecture G PrefectureA Prefecture B Prefecture C Prefecture D Prefecture E Prefecture
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２．調査方法

　国民体育大会バスケットボール競技Kブロック予選

の2017年の少年男子選手，2018年各種別選手，2019

年各種別選手の公式プログラムより誕生月と身長に関

するデータを収集した．

３．統計処理

　データ収集は，表計算ソフトのエクセル（マイクロ

ソフト社製）を使用してデータを集計した．そして，

誕生月に関しては，１月〜 12月の誕生月別人数およ

び４〜６月，７〜９月，10 〜 12月，１〜３月を区切

りとした３ヶ月毎の四半期別誕生月別数を算出した．

統計処理は，χ2検定を用いて2018年，2019年の誕生

月と各種別選手の関連性，誕生月と性別の関連性，誕

生月と各都道府県の関連性，誕生月と身長の関連性を

検討した．また，その結果のχ2値が有意であった場

合には残差分析を求め，関連の傾向を検討した．また，

統計処理の有意性は，危険率５%および１%水準で判

定した．

Ⅲ．結果

１．各種別選手と誕生月間の関連

　2018年の全種別選手と誕生月間の関連性を検討す

るためにχ2検定を行ったところ有意差は認められな

かった（χ2＝1.282,df=3,ns）．また，男子選手と誕生

月間（χ2＝2.385,df=3,ns），女子選手と誕生月間（χ

2＝1.985,df=3,ns）の関連性を検討したが，こちらも

有意な傾向は認められなかった．

　次に，2019年の成年男女選手と誕生月間の関連性

を 検 討 し， 有 意 差 が 認 め ら れ た（ χ2＝9.118，

df=3,p<0.05）．この結果から調整残差を見ると，誕生

月が１月から３月の成年男女選手の人数は増加した．

一方，少年男女選手は，１月から３月の人数は減少し

ている傾向が認められた（Table3）．また，成年男子

選手，成年女子選手と誕生月間（χ2＝5.226,df=3,ns），

少年男子選手，少年女子選手と誕生月間（χ2＝

4.976,df=3,ns）の関連性を検討したが，有意な傾向は

認められなかった（χ2＝2.667,df=3,ns）．

Table 3. Adjustment residuals for each player and birth month in 2019

２．誕生月と男女選手間の関連

　2018年の全種別選手と誕生月間の関連性を検討し

た が， 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た（ χ2＝3.955，

df=3,ns）．次に，成年男子選手，成年女子選手と誕生

月間の関連を検討したが, 有意差は認められなかった

（χ2＝1.333,df=3,ns）．そして，少年男子選手，少年

女子選手と誕生月間の関連性を検討したが，有意な傾

向は認められなかった（χ2＝5.636,df=3,ns）．

　次に2019年の全種別選手と誕生月間の関連性は認

められなかった（χ2＝6.351,df=3,ns）．また，成年男

子選手，成年女子選手と誕生月間の関連を検討したが，

有意な傾向は認められなかった（χ2＝2.981,df=3,ns）．

そして，少年男子選手，少年女子選手と誕生月間の関

連性を検討したが有意な傾向は認められなかった．

３．誕生月と各都道府県間の関連

　2018年の各都道府県の各種別選手と誕生月間の関

連性は認められなかった（χ2＝26.02,df=21,ns）. 次

に，各都道府県の成年男女選手と誕生月間の関連性に

ついて有意差が認められた（χ2＝36.93，df=21．

p<0.02）．この結果から調整残差を見ると，A県の４

月から６月の誕生月の人数が少なり，１月から３月の

誕生月の人数が多くなっている傾向が認められた．ま

た，C県は10月から12月の誕生月の人数が多くなる傾

向が見られ，G県は少なくなっていることが分かった

（Table4）．さらに，各都道府県の少年男女選手と誕

生月間の関連性を検討したが，有意差は認められなか

った（χ2＝15.68,df=21,ns）．

　次に，2019年の各都道府県の各種別選手と誕生月
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Table 4. Adjustment residuals between each prefecture and the birth month of adult male and female athletes 

in 2018

間の関連性において有意差が認められた（χ2＝

33.41,df=21,p<0.05）. この結果から調整残差を見る

と，A県の誕生月が１月から３月の人数が増加してい

る傾向が見られた（Table ５）．また，各都道府県の

成年男女選手と誕生月間の関連性を検討したところ有

意差が認められた（χ2＝36.95,df=21，p<0.05）．こ

の結果からの調整残差では，A県の４月から６月の誕

生月の人数が減少し，１月から３月の誕生月の人数が

増加していることが分かった（Table ６）．一方，C県

は，10月から12月の誕生月の人数も増加傾向が見ら

れた．また，各都道府県の少年男女選手と誕生月間の

関連性を検討したが，有意差は認められなかった（χ

2＝14.65,df=21,ns）．そして，各都道府県の男子選手

と誕生月間の関連性を検討したところ有意差が認めら

れた（χ2＝36.15,df=21,p<0.05）．この結果から調整

残差を見ると，A県の誕生月が７月から９月が減少し，

１月から３月の誕生月が増加している傾向が見られた．

また，D県は７月から９月の誕生月が増加し，C県は，

10月から12月の誕生月の人数が増加していた．さら

に，G県は，10月から12月の誕生月の人数が減少し，

G県は１月から３月の誕生月の人数が減少している傾

向が見られた（Table7）．
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Table 5. Adjustment residuals for all players in each prefecture and birth month in 2019

Table 6. Adjustment residuals for all players in each prefecture and birth month in 2019
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４．誕生月と各選手の身長との関連

　2018年の全種別選手の身長と誕生月間の関連性は

認められなかった（χ2＝4.105,df=9,ns）.また，成年

男女選手の身長と誕生月間の関係性を検討したが, 有

意差は認められなかった（χ2＝7.756,df=9,ns）. そ

して，少年男女選手の身長と誕生月間の関連性を検討

したが，有意差は認められなかった（χ2＝3.504，

df=9,ns）．また，男子選手の身長と誕生月間の関連性

を検討したが有意差は認められなかった（χ2＝

3.879,df=9,ns）．さらに，女子選手の身長と誕生月間

の関連性を検討したが，有意な傾向は認められなかっ

た（χ2＝6.602,df=9,ns）． 

　次に2019年の全種別選手の身長と誕生月間の関連

性を検討したが有意差は認められなかった（χ2＝

9.129,df=9,ns）．また，成年男女選手と誕生月間の関

連性を検討したが，有意な傾向は認められなかった（χ

2＝4.836,df=9,ns）. そして，少年男女選手の身長と

誕生月間の関連性を検討したが，有意差は認められな

かった（χ2＝10.51,df=9,ns）．次に，男子選手の身長

と誕生月間の関連性を検討したところ有意差は認めら

れなかったが（χ2＝10.60,df=9,ns），女子選手の身長

と誕生月間の関連性を検討したところ有意差が認めら

れた（χ2＝23.67,df=9,p<0.05）．この結果から調整残

差を見ると，これは，身長が159cm以下の４月から６

月の誕生月の人数が増加し，身長159cm以下の１月か

ら３月の誕生月の人数が減少していることが分かった．

また，身長160cmから169cm間で10月から12月の誕

生月の人数および身長170cmから179cm間で10月〜

12月の誕生月の人数の増加傾向が見られ，１月から

３月の誕生月の人数の減少傾向が見られた（Table8）．

Table 7. Adjustment residuals for male players in each prefecture and birth month in 2019
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Ⅳ．考察

１．各種別の選手と誕生月間の相関

　少年男子および少年女子（以下，少年男女）につい

ては，2018年には誕生月間での有意差は認められな

かった．しかし，2019年の成年男子，成年女子（以下，

成年男女）においては，10月から12月生まれの選手

は期待値より多く，１月から３月生まれ，すなわち早

生まれの選手は期待値より少ない傾向がみられた．一

方，少年男女については，10月から12月生まれの選

手が期待値より少なく，１月から３月生まれの選手が

期待値より多い傾向がみられた．渡邊35）は，陸上競

技の全国大会および国際大会に出場した選手の誕生月

分布について，小学生では約50％が４月から６月生

まれで，１月から３月生まれは10%以下に留まってい

ることを報告した．また，その傾向は高校生でも残っ

ていると述べている．そして，バスケットボールを含

むその他のスポーツでも，同様の現象が確認されてい

ることを指摘している．本研究の調査結果からも同様

の傾向が示唆されたと言える．

　すでに述べたとおり，バスケットボール競技におい

ては，2019年から少年男女の参加資格が「16歳以下」

に変更され，中学３年生と高校１年生に加えて当該年

に17歳の誕生日を迎えない．つまり，早生まれの高

校２年生は少年の部に参加することとなった．変更前

は単純に生年月日のみで参加する種別が決められてお

り，当該年に高校１年生から高校３年生の選手に参加

資格が与えられていた．また，同様の参加資格の区分

は，サッカーが2006年開催の兵庫国体から導入して

おり，日本バスケットボール協会がジュニアの育成強

化を目的に進めていた21）．

　上記の結果から，2019年の少年男女については，

早生まれ選手の数が期待値より多かったことから出場

機会が増加した可能性が示唆された．早生まれ選手を

少年男女の種別に振り分けることで出場機会を得る可

能性が高まり，このことが日本バスケットボール協会

の育成強化を目的とした強化策にもつながっているこ

とが伺える．

２．誕生月と性別間の相関

　次に，すべての種別の選手と誕生月間の関連性，お

よび成年男女，少年男女と誕生月間の関連性を検討し

たが，すべての項目において有意差は認められなかっ

た．中田18）は，男子選手においてバスケットボール

の競技特性上，身長が高い選手のほうが有利なスポー

ツであることから，早生まれ選手の減少が周知されて

いた．しかし，本研究における対象となった国体予選

の選手に関しては，誕生月と性別間において関連性は

認められなかった．

３．都道府県と誕生月間の関連性 

　各都道府県と誕生月間の関連性については，2018

年国体予選では成年男女選手に関して有意差が認めら

れた．また，2019年国体予選では，各都道府県の各

種別選手と誕生月間の関連性において有意差がみられ，

特にA県の誕生月が１月から３月の選手数が期待値を

大幅に超えていた．

　次に各都道府県の成年男女について誕生月間の関連

Table 8. Adjustment residuals for female athlete height and birth month in 2019
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性を分析したところ，有意差が認められた．A県は，

独自に長身者育成事業を展開しており，県内に在学す

る育成世代の長身者・長身候補者に対する発掘・育成

を進めている11）．同事業においては，育成世代の体力

面・精神面・技術面の向上を図り，インサイドポジシ

ョンにこだわらず育成に必要な練習を実施している．

こうした背景から，特にA県は成年選手において早生

まれ選手でも試合出場の機会を得ていることが考えら

れる．

　特に育成世代に関しては，誕生月によって身体や運

動能力に差が生まれる傾向がある．そのため，各チー

ムの指導者・監督は，単純に現時点の身体の大きさや

運動能力のみを基準に選手起用を行うだけではなく，

誕生月を考慮した選手の評価，および育成や起用を念

頭に置く必要があると考えられる．

　さらに，各チームでの早生まれ選手の育成が進まな

ければ，全体の育成も進みにくいことが考えられる．

そこで，早生まれ選手の発掘・育成に関しては，県や

地区などはもとより，まずは各チームの指導者レベル

の意識の変革が求められよう．

４．身長と誕生月間の関連性

　全選手を対象に身長と誕生月間の関連性を分析した

ところ，2018年度，2019年の両年ともに有意差はみ

られなかった．

　しかし，男子選手と女子選手それぞれについて身長

と誕生月間の関連性を分析したところ，2019年の女

子選手において有意差が認められた．有意差がみられ

た身長と誕生月の関係をみると，身長が159cm以下で

誕生月が４月から６月の人数が期待値より少なく，１

月から３月の人数は期待値より多かった．また身長

160cmから169cmでは誕生月が10月から12月の人数

が期待値より少なかった．身長170cmから179cmにつ

いては誕生月が10月から12月の人数が期待値より多

く，一方で１月から３月の人数が期待値より少なかっ

た．

　上記の結果から，女子選手の指導者は，その時点で

の体格や運動能力で選手の起用の可否を判断し，潜在

能力については男子選手よりも女子選手の方がそれほ

ど重視していない可能性が示唆される．

Ⅴ．まとめ

　以上，本研究では，国体のバスケットボール競技に

ついて，参加資格が変更される前の2018年と変更後

の2019年を対象に早生まれ選手の選手起用の状況を

考察した．その結果，以下のことが示唆された．

　2018年には誕生月間での有意差は見られず，2019

年の成年男女においては，早生まれの選手が少なく，

少年男女においては１月から３月生まれの選手が多い

傾向がみられた． 

　成年男女，少年男女ともに誕生月間の関連性におい

て有意差はみられなかった．

　都道府県と誕生月間の関連性においては有意差がみ

られ，A県の誕生月が期待値を大幅に超え，早生まれ

選手でも比較的多くの出場機会が与えられていること

が示唆された．

　身長と誕生月の関連性については，2019年の女子

選手において有意差がみられた．

　以上の結果から，国体バスケットボール競技の参加

資格変更で早生まれの選手の出場機会が増加したこと

が考えられる．なお,本研究は国民体育大会Kブロック

予選の選手を対象としたため，必ずしもすべての大会，

あるいはブロックの選手に当てはまるとは限らない．

本研究を精緻化するには，さらに対象を広げて傾向を

みる必要がある．これについては，今後の課題とした

い．
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